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随

想
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「
我
が
国
の
教
育
水
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初
刊
行
の
こ
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・
・
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：
笹
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・
・
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唱
歌
の
あ
ゆ
み

唱
歌
の
ル
ー
ツ
を
尋
ね
て

．．．．．．．．．．．．．．．． 
・゚:
．．．．．．．．．．．． 
°・・・・・・・・・・・大和

ー

し

核
融
合
研
究
の
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合
的
推
造
：
·
·
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·
·
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•
o
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岱
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鬱
文
部
省
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ま
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又
化
財
紹
介
鬱
伏
見
天
皇
窟
翰
後
撰
和

~
歌
集
巻
第
四
残
巻
（
筑

後
切
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行
政
改
革
に
関
す
る

第
一
次
答
申
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
大
臣
官
房
企
画
室
・
・
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（
湯
山
賢
一
）

昭

和

五

七

年

度

一

名

作

シ

リ

ー
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鬱

秋

草

図

屏
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（
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小
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・

o
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佐
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手
に
ナ
ツ
メ
ロ
に
酔
う
。

世
は
ま
さ
に
カ
ラ
オ
ケ
時
代
の
観
が
あ
る
ほ
ど
に
、
歌
う
こ
と

が
こ
れ
ほ
ど
さ
か
ん
に
な
っ
た
時
代
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
多

る
歌
声
が
巷
に
流
れ
る
。

ほ
ん
の
二
、
三
年
前
ま
で
は
、
聴
き
手

に
回
る
こ
と
だ
け
か
唯
一
の
音
楽
と
の
ふ
れ
合
い
で
あ
っ
た
か
の

よ
う
に
過
し
て
き
た
日
本
人
の
生
活
の
舞
台
も
、

い
ま
は
大
き
く

転
回
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
若
い
層
は
ギ
タ
ー
を
掻
き
鳴
ら
し
な

が
ら
歌
い
、
そ
し
て
中
、
高
、
熟
年
と
い
わ
れ
る
層
は
マ
イ
ク
片

く
の
人
々
の
哀
歓
を
こ
め
て
今
宵
恣
ま
た
マ
イ
ク
を
手
に
歌
わ
れ

今
日
わ
が
国
で
、
専
門
家
は
別
と
し
て
一
般
の
人
々
が
好
ん
で

日
本
古
来
の
民
謡
系
の
歌
と
、
長
調
、
短
調
の
調
性

唱
歌

5
9ぐ
る
ゞ
る
没
名
i
｀
ぷ
喀
ャ
ぶ
祠
度
9
・と

9と
を
さ
ジ
9
9ゞ
9ゞ

念
多
ゞ
を
J
”

そ
を
:
'
．
s‘
炉
d
‘
.
,
5
bヽ
9.
し
.. ‘
、
'
ヽ
斉
，
9
．
；
S
t
•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
＇
9
,
'

：

9
_

し

,
9
9

じ
，
＇
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
t
9
9
9

ー

'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
!
"
9
9
9
r
'
9
9
"
'
t
t
t
'
9
9
9
,

＂
＇

d
9
9
9
9
!
‘
r
'
9
,

＇
t
:
9
9
9
9
9

し

こ
の
よ
う
な
平
均
的
な
日
本
人
の
、
歌
と
の
結
び
つ
き
の
そ
も

そ
忍
は
、

い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
芽
生
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
と
き
、
ど
の
よ
う
な
先
覚
者
、
先
導
者
の
苦
心
と
活

歌
う
歌
は
、

唱
歌
教
育
の
源
流

顔
流
に
悼
さ
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

動
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
唱
歌
の
ル
ー
ツ
を
尋
ね
て
、
そ
の

の
｝レ

,
.
l
 

ッ
を

尋

ね

新連載

て
大

和

吉
子

、
1
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「-----------―-----――----～--------------------------------------------------------- ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

そ
の
結
果
、
明
治
―
二
年
六
月
、
文
部
省
と
の
間
に
二
年
間
の

用
を
具
申
し
て
い
る
。

伊
沢
修
二
と
メ
ー
ソ
ソ
と
の
二
人
の
コ
ン
ビ
が
、
唱
歌
敦
育
の

礎
を
築
く
た
め
に
果
た
し
た
役
割
り
の
大
き
さ
は
、
は
か
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
や
が
て
―
一
年
四
月
、

メ
ー
ソ
ン
と
接
触
後

二
年
ほ
ど
経
た
頃
で
あ
る
か
、
次
の
よ
う
な
上
申
を
田
中
文
部
大

輔
あ
て
に
提
出
し
て
い
る
。
「
彼
我
相
合
シ
一
種
ノ
楽
ヲ
興
サ
ぐ

我
公
学
二
唱
歌
ノ
科
モ
追
々
相
立
候
様
可
相
成
卜
存
候
、
依
テ
ボ

ス
ト
ソ
公
学
音
楽
監
督
メ
ー
ソ
ソ
氏
卜
相
議
シ
、
其
編
著
音
楽
掛

ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
ト
息
ハ
ル
：

o
o

゜
：
」
と
述
べ
強
力
に
メ
ー
ソ
ン
の
登

つ
い
て
は
、
次
回
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
と
と
し
て
「
斯
ク
教
師
タ
ル
ヘ
キ
人
ハ
メ
ー
ソ
ソ
氏
二
如
ク
モ

す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

図
二
依
リ
・
・
・
・
・
・
」
と
述
べ
、
更
に
具
体
的
な
教
師
を
嘱
任
す
べ
き

績
に
は
多
大
の
も
の
が
あ
る
が
、
唱
歌
の
ル
ー
ツ
と
し
て
特
筆
す

で
、
制
度
だ
け
が
先
行
し
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
教
科
書
作
成
が

急
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
刊
行
の
趣
旨
は
初
編

の
冒
頭
に
格
調
高
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
の
教
育
全

般
に
つ
い
て
、
ま
た
、
特
に
唱
歌
教
育
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解

（
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

唱
歌
を
教
え
る
先
生
惑
不
在
、
教
科
書
応
皆
無
の
吠
況
の
中

べ
き
こ
と
は
、

「
小
学
唱
歌
集
」
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

当
時
、
音
楽
取
調
掛
と
い
う
機
関
を
中
心
に
二
人
の
遺
し
た
業

伊
沢
修
二
と
メ
ー
ソ
ン
の
出
会
い

す
る
こ
と
に
な
る
。

別
で
き
る
。

普
通
、
唱
歌
と
い
う
場
合
に
は
、
後
者
の
西
欧
系
の
旋
律
構
造

す
れ
ば
西
欧
系
音
階
の
ヨ
ナ
抜
き
音
階
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い

る。範
学
校
長
の
職
に
あ
っ
た
伊
沢
修
二
が
ア
メ
リ
カ
。
ボ
ス
ト
，
こ
師

前
の
同
年
二
月
、
時
の
文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
あ
て
の
意
見
書

に
、
そ
の
抱
負
と
意
気
込
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
唱
歌
ノ
益
タ
ル
ヤ
大
ナ
リ
、
第
一
知
覚
神
経
ヲ
活
発
ニ
シ
テ

精
神
ヲ
快
楽
ニ
ス
、
第
二
人
心
二
感
動
カ
ヲ
発
セ
シ
ム
、
第
三
発

音
ヲ
正
シ
呼
吸
ヲ
整
フ
・
・
。
．．． 
我
文
部
省
早
ク
此
二
見
ア
リ
テ
小
学

ラ
ス
・
・
・
・
・
・
」
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
述
べ
、
広
く
先
進
の
国
の
実

や
が
て
、
渡
米
後
の
明
け
て
九
年
（
一
八
七
六
）
ボ
ス
ト
ン
で

契
約
で
の
招
聘
が
正
式
決
定
、
翌
―
―
―
一
年
―
―
一
月
末
か
ら
一
五
年
七

月
ま
で
伊
沢
修
二
と
共
々
に
日
本
の
唱
歌
敦
育
の
草
創
期
の
建
設

に
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。

教
科
中
唱
歌
ヲ
載
ス
ト
雖
モ
、
未
夕
実
二
其
科
ヲ
備
フ
ル
モ
ノ
ア

米
国
に
差
遣
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
を
出
発
す
る
六
か
月

Mason, Luther Whiting 

(1828~1896) 

範
学
校
へ
の
留
学
に
旅
立
つ
。

目
的
は
「
師
範
学
科
取
調
ノ
為
メ

時
は
明
治
の
八
年
（
一
八
七
五
）

若
冠
二
四
歳
で
官
立
愛
知
師

系
列
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。

今
、
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
唱
歌
の
ル
ー
ツ
は
、

も
ち
論
こ
の

伊沢修二

(1851-1917) 

音
音
階
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
の
旋
律
に
し
て
も
、

大
別

ル
ー
ザ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
，
ー
ソ
グ
。
メ
ー
ソ
〉
こ
と
運
命
の
出
会
い
を

に
よ
る
歌
を
さ
し
て
い
る
。

日
本
人
が
感
覚
的
に
好
ん
で
歌
う
五

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
を
視
察
し
、

我
が
国
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
熱
烈
な
意
気
を
感

を
中
軸
と
す
る
明
治
以
降
に
親
し
ん
で
き
た
西
欧
系
の
歌
と
に
大
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上
野
の
山
は
博
物
館

現
地
ル
ポ

統
計
で
み
る
我
が
国
の
博
物
館

我
が
国
の
博
物
館
活
動

博
物
館
を
語
る
ー
ー
そ
の
現
状
と
展
望
ー
ー

（
出
席
者
）

座
談
会

特
集

現
代
の
博
物
館

生
涯
教
育
と
地
方
博
物
館

青

木

国

夫

・

千

地

万

造

下
津
谷
達
男
。
嘉
門
安
雄

（
司
会
）
五
十
嵐
耕
一

海
外
諸
国
の
博
物
館

解
説
。
資
料

山

本

清

文
部
省
社
会
教
育
局
社
会
教
育
課

目

次
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次
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9
9
9
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9

9

9
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▽
「
我
が
国
の
敦
育
水
準
」
（
通
称
。
教
育

白
書
）
は
、
進
学
率
、
敦
員
一
人
当
た
り
生

徒
数
、
生
徒
一
人
当
た
り
教
育
費
な
ど
、
敦

育
の
量
的
側
面
に
関
す
る
尺
度
で
測
定
し
た

忠
の
を
、
時
系
烈
推
移
を
み
、
地
域
間
比

較
、
国
際
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
の

実
態
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す

が
、
今
年
の
白
書
は
、
戦
後
の
新
学
校
制
度

発
足
後
一
―

1
0年
間
に
わ
た
る
変
遷
を
概
括
的

に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
を
背
景
に
し

て
こ
こ
数
年
間
に
実
廊
さ
れ
た
重
要
な
教
育

施
策
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
、
学
校
敦
育
に

加
え
て
社
会
教
育

f

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
及
び
敦
育
・
文
化
の
国
際
交
流
の
分
野
を

取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
し
て

い
ま
す
。
今
月
は
、
こ
の
よ
う
な
白
書
の
内

容
を
、
諭
文
や
座
談
会
な
ど
に
よ
っ
て
、
幅

を
広
け
、
奥
行
き
の
深
い
も
の
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
~

▽
白
書
は
五
年
ご
と
の
刊
行
で
す
が
、
文
部

時
報
は
、
文
部
省
年
報
、
文
部
広
報
な
ど
と

と
も
に
文
教
旋
策
の
展
開
を
総
合
的
に
取
り

上
げ
て
広
く
お
知
ら
せ
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
詰
で
は
、
内
容
充
実
の
た
め

の
―
つ
の
方
法
と
し
て
本
号
に
綴
じ
込
み
の

ア
ソ
ケ
ー
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
今
後
の
纏
築
上
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
回
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い

。

（

企

画

室

）
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前
号
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
一
三
年
に
メ
ー
ソ
ソ
を
招
聘

し
、
こ
こ
に
伊
沢
、
メ
ー
ソ
ン
と
い
う
強
力
な
コ
ン
ビ
を
得
て
、

音
楽
取
調
掛
の
活
動
が
一
段
と
活
発
に
な
っ
た
。

今
回
は
、
そ
こ
で
刊
行
さ
れ
た
我
が
国
最
初
の
唱
歌
教
科
書
と

も
い
え
る
「
小
学
唱
歌
集
」
を
初
め
と
し
て
、
当
時
を
代
表
す
る

歌
集
の
緒
言
に
眼
を
向
け
て
、
そ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
唱
歌
教
育
草
創
期
に
お
け
る
考
え
方
を
ふ
り
返
っ
て
み
た

、。し
先
ず
「
小
学
唱
歌
集
」
（
全
三
冊
和
綴
木
版
刷
、
明
治
一
四
し
一
七
年
）

の
片
鱗
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
中
の
曲
目
の
う
ち
今
日
も
多

く
の
人
々
に
視
し
ま
れ
て
い
る
も
の
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

初
編
で
は
「
蝶
々
」
「
螢
」
、
第
二
編
で
は
「
霞
か
雲
か
」
、
第
三

連
載
第
二
回

編
で
は
「
あ
ふ
げ
ば
尊
と
し
」
「
オ
女
」
（
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー
の
曲
）

「
菊
」
（
庭
の
千
草
の
曲
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
蝶
々
」
及

び
「
螢
」
の
第
三
、
四
節
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
問
い

合
わ
せ
が
多
く
、
関
心
を
持
た
れ
る
向
き
恣
多
い
よ
う
な
の
で
、

次
に
記
し
て
み
る
。
（
仮
名
遺
い
原
文
通
り
）

一
、
て
ふ
／
＼
て
ふ
／
＼
。
菜
の
葉
に
と
ま
れ
。

な
の
は
に
あ
い
た
ら
、
桜
に
と
ま
れ
。

さ
く
ら
の
花
の
、
さ
か
ゆ
る
御
代
に
、

と
ま
れ
よ
あ
そ
べ
、
あ
そ
べ
よ
と
ま
れ
。

二
、
お
き
よ
／
＼
。
ね
ぐ
ら
の
す
ず
め
。

朝
日
の
ひ
か
り
の
、
さ
し
こ
ぬ
さ
き
に
。

「
蝶
々
」

大

和

淳

明
治
に
お
け
る
唱
歌
教
育
三
つ
の
道
標

・~

ヘ
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ね
ぐ
ら
を
い
で
て
、
こ
ず
ゑ
に
と
ま
り
、

あ
そ
べ
よ
す
ず
め
、
う
た
へ
よ
す
ず
め
。

「
螢
」
（
螢
の
光
）

三
、
つ
く
し
の
き
は
み
、
み
ち
の
お
く
、

う
み
や
ま
と
お
く
、
へ
だ
っ
と
も
、

そ
の
ま
ご
こ
ろ
は
、
へ
だ
て
な
く
、

ひ
と
つ
に
つ
く
せ
、
く
に
の
た
め
。

四
、
千
島
の
お
く
も
、
お
き
な
は
忠
、

や
し
ま
の
う
ち
の
、
ま
も
り
な
り
。

い
た
ら
ん
く
に
に

f

い
さ
お
し
く
。

っ
と
め
よ
わ
が
せ
、
つ
つ
が
な
く

こ
の
よ
う
な
歌
曲
を
含
め
た
「
小
学
唱
歌
集
」
の
緒
言
は
、
今

日
の
音
楽
教
育
の
原
点
と
し
て
高
ら
か
な
格
調
を
謳
っ
て
お
り
、

霊
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
で
、
次
に
そ
の
全
文
を
転
記
し
て

み
る
。

凡
ソ
教
育
ノ
要
ハ
知
育
徳
育
体
育
ノ
三
者
―
―
在
リ
而
シ
テ
小
学
―
―

在
リ
テ
ハ
最
モ
宜
ク
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ヲ
以
テ
要
ト
ス
ヘ
シ
今
夫
レ

音
楽
ノ
物
タ
ル
性
情
―
一
本
ツ
キ
人
心
ヲ
正
シ
風
化
ヲ
助
ク
ル
ノ
妙
用

ア
リ
故
―
―
古
ョ
リ
明
君
賢
相
特
―
―
之
ヲ
振
興
シ
之
ヲ
家
国
二
揺
サ
ン

卜
欲
セ
シ
者
和
漢
欧
米
ノ
史
冊
歴
々
徴
ス
ヘ
シ
羹
―
―
我
政
府
ノ
始
テ

第
三
は
、
検
定
制
度
か
ら
璽
疋
敦
科
書
制
度
へ
の
転
換
期
に
際
し

て
、
教
科
書
制
度
に
関
連
し
て
敦
科
の
使
命
の
重
大
さ
を
提
唱
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
三
点
は
唱
歌
教
育
の
推
移
を
知
る
道
標
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
第
二
、
第
三
の
提
唱
に
関
す
る
緒
言
を
引
用
し
て
み

る
。
先
ず
明
治
三
三
年
刊
行
の
「
教
科
適
用
幼
年
唱
歌
」
（
納

所
弁
次
郎
、
田
村
虎
蔵
共
編
）
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

『
明
治
照
代
の
奎
運
愈
、
上
開
く
る
に
つ
れ
て
、
音
楽
の
道
も
次
第
に
進

歩
発
達
を
来
た
し
、
学
校
唱
歌
に
関
す
る
著
書
編
築
は
、
今
や
実
に

汗
牛
充
棟
も
菅
な
ら
ず
、
盛
ん
な
り
と
謂
ふ
べ
し
、
然
り
而
し
て
其

多
く
は
、
所
謂
名
家
大
家
の
も
の
せ
る
歌
曲
な
る
が
故
に
、
概
ね
典

麗
高
尚
に
し
て
、
美
は
美
、
善
は
善
な
り
と
雖
而
も
教
育
的
教
授

上
、
小
学
児
童
に
適
当
な
る
唱
歌
教
材
の
選
択
に
困
難
を
感
ず
る
は

普
＜
吾
人
の
実
地
経
験
す
る
所
な
り
。
故
に
其
題
目
、
事
実
は
、
他

教
科
と
の
関
係
を
保
ち
難
く
、
唱
歌
者
た
る
児
童
は
、
遂
に
其
歌
詞

の
意
味
を
会
得
す
る
能
は
ざ
る
も
の
比
々
皆
然
り
と
す
。
こ
れ
銀
竜

斯
道
の
一
大
欠
点
に
し
て
、
夙
に
教
育
者
識
者
の
遺
憾
と
す
る
所
な

り
…
…
。
』

つ
ま
り
、
歌
詞
に
対
す
る
革
新
を
提
案
す
る
意
見
で
あ
り
、
大

正
期
の
「
赤
い
鳥
」
運
動
と
は
内
面
的
な
相
違
は
あ
る
と
し
て

学
制
ヲ
頒
ツ
一
一
方
リ
テ
ヤ
己
―
―
唱
歌
ヲ
普
通
学
料
中
二
掲
ケ
テ
一
般

必
須
ノ
科
タ
ル
ヲ
示
シ
其
教
則
綱
領
ヲ
定
ム
ル
ニ
至
テ
ハ
亦
之
ヲ
小

学
各
等
科
＝
ー
加
ヘ
テ
其
必
ス
学
バ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ヲ
示
セ
リ
然
シ
テ

之
ヲ
学
校
＝
一
実
施
ス
ル
＝
及
ン
デ
ハ
必
ス
歌
曲
其
当
ヲ
得
声
音
共
正

ヲ
得
テ
能
ク
教
育
ノ
真
理
―
―
惇
ラ
サ
ル
ヲ
要
ス
レ
ハ
此
レ
其
事
タ
ル

固
ョ
リ
容
易
＝
一
挙
行
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
我
省
此
＝
一
見
ル
所
ア
リ
客
年
特

―
―
音
楽
取
調
掛
ヲ
設
ケ
充
ル
ニ
本
邦
ノ
学
士
音
楽
家
等
ヲ
以
テ
シ
且

遠
ク
米
国
有
名
ノ
音
楽
教
師
ヲ
聘
シ
百
方
討
究
論
悉
シ
本
邦
固
有
ノ

音
律
二
基
ツ
キ
彼
長
ヲ
取
lJ
我
短
ヲ
補
ヒ
我
学
校
―
―
適
用
ス
ヘ
キ
者

ヲ
選
定
セ
シ
ム
爾
後
諸
員
ノ
協
力

i

―頼
11
．
梢
ヤ
ク
数
曲
ヲ
得
之
ヲ
東

京
師
範
学
校
及
東
京
女
子
師
範
学
校
生
徒
井
両
校
附
属
小
学
生
徒
＝
―

施
シ
テ
其
適
否
ヲ
試
ミ
更
―
―
取
捨
選
択
ジ
得
ル
所
一
一
随
テ
之
ヲ
録
シ

遂
＝
一
歌
曲
数
十
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
実
―
―
之
ヲ
部
闘
二
付
ジ
名
ケ
テ
小

学
唱
歌
集
卜
云
是
レ
固
ョ
リ
草
創
―
―
属
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
未
夕
完
全

ナ
ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
ト
雖
モ
庶
幾
ク
ハ
亦
我
教
育
進
歩
ノ
一
助
＝
資

ス
少
―
―
足
ラ
ン
ト
云
爾
明
治
十
四
年
十
一
月

音
楽
取
調
掛
長
伊
沢
修
二
謹
誠

．
 

明
治
期
に
お
い
て
は
、
代
表
的
な
即
集
の
緒
言
、
序
文
等
か
ら

唱
歌
教
育
に
つ
い
て
三
つ
の
大
き
な
特
色
を
概
観
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
一
は
前
述
し
た
そ
も
そ
も
の
発
端
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
第
二
は
花
鳥
風
月
を
美
辞
麗
旬
で
飾
っ
た
歌
詞
に
対
す
る

反
省
に
基
づ
い
て
、
言
文
一
致
歌
詞
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、

も
‘
―
つ
の
転
換
へ
の
鴨
幕
と
み
ら
れ
る
。

統
い
て
、
第
一
―
一
の
提
唱
は
「
尋
常
小
学
唱
歌
教
授
書
」
（
明
治

三
九
年
刊
行
佐
々
木
、
納
所
、
田
村
共
著
）
の
編
纂
趣
旨
の
文
而
に

見
ら
れ
る
。

『
教
科
書
の
国
定
と
な
り
し
よ
り
、
小
学
校
に
於
け
る
諸
教
科
の
材
料

は
、
比
較
的
適
当
な
る
も
の
を
供
給
せ
ら
る
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ

に
教
材
の
一
革
新
と
、
教
授
方
法
の
一
進
歩
と
を
来
せ
り
。
然
る
に
、

唱
歌
科
の
み
は
、
そ
の
教
育
的
価
値
の
著
大
を
唱
ふ
る
忠
の
、
日
に

多
き
を
加
ふ
る
に
か
か
は
ら
ず

r

そ
の
教
材
、
及
び
教
授
方
法
に
つ

き
て
は
、
い
ま
だ
深
き
研
究
を
遂
げ
た
る
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
。
し

か
の
み
な
ら
ず

f

教
科
書
国
定
の
今
日
に
於
て
す
ら
、
こ
の
科
の
み

は
、
そ
の
趨
勢
に
も
れ
て
、
今
な
ほ
そ
の
噂
を
だ
に
き
か
ず
。
い
か

に
、
明
治
聖
代
の
一
欠
点
に
は
あ
ら
す
や
。
い
か
に
、
こ
の
科
の
た

め
に
心
細
き
限
に
は
あ
ら
ず
や
。
』

こ
こ
で
は
、
悲
憤
懐
慨
調
に
、
唱
歌
教
科
書
が
国
定
化
の
波
に

乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
富
国
強
兵
路
線
を
突
走

っ
て
い
る
明
治
の
時
代
の
特
質
を
察
す
る
―
つ
の
断
面
と
し
て
受

け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

i―------------------------------------------------------------------
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―
今
後
の
国
語
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

一
国
語
教
育
凸
渓
字

解

説

常
用
漠
字
表
に
つ
い
て

常
用
漢
字
表
に
基
づ
く

小
・
中
。
高
等
学
校
の
漢
字
指
導

初
等
中
等
教
育
局
小
学
校
教
育
課

国
語
の
表
記
と
漢
字

（
出
席
者
）

I 

L __ 

文
化
庁
文
化
部
国
語
諜

三

根

谷

徹

・

林

大

渡
部
昇
一
・
山
本
雄
二
郎

（

司

会

）

室

屋

晃

一
常
用
漠
字
表
を
め
ぐ
っ
て

座
談
会

話
し
こ
と
ば
と
書
き
こ
と
ば

特
集

常
用
漠
字
表
と
国
語

次

号

目

次

瀬
戸

仁

外
山
滋
比
古

阪

倉

篤

義

遠

藤

慎

吾

▽
「
博
物
館
」
の
イ
メ
ー
ジ
、
と
言
わ
れ
た

と
き
、
い
っ
た
い
幾
つ
ぐ
ら
い
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

文
部
省
で
は
、
ほ
ぼ
一
＿
一
年
に
一
回
、
「
社

会
教
育
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
こ
で

は
博
物
館
を
総
合
、
科
学

f

歴
史
、
美
術
、

野
外
の
各
博
物
館
と
動
物
園
、
植
物
園
，
動

植
物
園
、
水
族
館
と
の
合
計
九
種
類
に
分
類

し
て
い
ま
す
。

▽
数
か
多
い
の
は
歴
史
、
美
術
の
両
博
物
館

で
す
が
、
逆
に
少
な
い
の
は
野
外
博
物
館
四
、

動
植
物
園
一

0
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
外
博
物
館
と
は
、
戸
外
の
自
然
の
景
観

及
び
形
態
を
、
ま
た
動
植
物
闊
と
は
動
物
。

植
物
を
そ
れ
ぞ
れ
育
成
し
て
そ
の
生
態
を
展

示
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
国
立
科
学
博
物

舘
付
属
自
然
教
育
園
（
東
京
）
、
川
崎
市
立

民
家
園
（
神
奈
川
）
な
ど
は
前
者
の
例
で
あ

り
、
ま
た
、
信
州
大
学
教
育
学
部
付
属
志
賀

自
然
教
育
研
究
施
設
（
志
賀
高
原
）
は
後
者

の
例
で
す
。

▽
国
立
の
博
物
館
の
大
部
分
は
当
然
な
が
ら

文
部
省
所
管
の
も
の
（
大
半
は
国
立
大
学
の

付
属
施
設
）
で
す
が
、
他
省
庁
所
管
の
も
の

に
は
逓
信
博
物
館
と
労
働
省
産
業
安
全
研
究

所
付
属
産
業
安
全
技
術
館
と
が
あ
り
ま
す
。

博
物
館
特
隻
を
機
に
数
少
な
い
博
物
館
の

一
端
を
記
し
て
み
ま
し
た
。
（
企
画
室
）

後
~ •. 

記
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治
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唱

歌

常
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漠
字
表
ほ
か

▽

資

料

常
用
漠
字
表
に
つ
い
て

▽
解

渡
部

昇

・
（
司
会
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室
屋

晃

常
用
漠
字
表
を
め

（
出
席
者
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山
本
雄
二
郎
・
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座
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っ
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と
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書
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吹
き
捲
く
風
は
顔
を
裂
き

み
る
み
る
雪
は
地
に
み
ち
ぬ

あ
わ
れ
素
足
の
乙
女
子
よ

別
れ
し
母
を
呼
ぽ
う
ら
ん

つ
づ
れ
の
き
ぬ
の
や
れ
ま
よ
り

身
を
刺
す
寒
さ
い
か
ほ
ど
ぞ

あ
わ
れ
ぬ
れ
ゆ
く
乙
女
子
よ

世
に
な
き
家
を
た
ず
ぬ
ら
ん

題
名
で
出
て
い
る
。

空
も
港
も
夜
は
は
れ
て
、

月
に
数
ま
す
船
の
か
げ
。

は
し
け
の
通
い
に
ぎ
や
か
に
、

こ

が

ね

よ
せ
く
る
披
も
黄
金
な
り
。

二
、
林
な
し
た
5
刷
〗

花
と
見
ま
ご
う
船
旗
章
。

の
際
に
は
歌
詞
第
二
節
が
口
の
よ
う
に
改
作
さ
れ
て
い
る
。

教
科
書
「
三
年
生
の
音
楽
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ

「
港
」

吉
田
信
太
作
曲
）

は
、
後
に
戦
後
の

郷
の
人
々
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

「
あ
わ
れ
の
少
女
」
と
い
う

同
じ
く
「
明
治
唱
歌
」
に
は

・-------------------------――→----------------”-•-------—--•------- -------------] 

る
直
前
ま
で
で

い
わ
ゆ
る
検
定
教
科
書
百
花
諒
訊
の
様
相
を
留

月
影
落
ち
て
鈴
虫
嗚
く

今
回
は
草
創
期
に
次
ぐ
時
期
と
考
え
ら
れ
る
明
治
中
期
か
ら

後
期
に
わ
た
っ
て
の
動
向
を
、
主
と
し
て
唱
歌
教
材
を
通
し
て
概

観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
時
代
は
、

る
こ
と
が
で
き
る
。

い
わ
ば
多
彩
注
検
定
教
科
害
の
時
代
と
捉
え

つ
ま
り

r

文
部
省
が
直
接
綱
纂
を
始
め
た

「
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
」
及
び
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
の
時
代
に
移

思
え
ば
遠
し
故
郷
の
空

あ
あ
わ
が
父
母

い
か
に
お
わ
す

澄
み
ゆ
く
水
に
秋
萩
た
れ

玉
な
す
露
は

す
す
き
に
み
つ

思
え
ば
似
た
り
故
郷
の
野
辺

あ
あ
わ
が
翠
叫

た
れ
と
遊
ぶ

フ
ォ
ス
タ
ー
の
曲
で
後
に
「
故

夕
空
晴
れ
て
秋
風
吹
き

冗

の
で
あ
る
。

ム
を
日
本
語
に
合
う
よ
う
に
多
少
修
正
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も

斉念・
4

ゞ
を
・
;
<
冬
．．
 
ャ
忍
沿
各
婆
多
忍
苓
疼
｀
§
痣
苓
ぷ
．
g
S忍
象
冷
ゞ
9

3
・1
.
3
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
1
i
l
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
i
9
9
9
9
9
9
9
9
,
i
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

．．
 
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
・

~i 

一

ン
ド
の
民
謡
を
取
り
入
れ
、
特
色
の
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
リ
ズ

こ
れ
ら
の
歌
を
収
め
た
「
明
治
唱
歌
」
は
、
明
治
ニ
―
年
か
ら

同
二
三
年
に
か
け
て
大
和
田
建
樹

r

奥
好
羨
の
編
纂
に
な
る
も
の
―

で
、
前
記
二
曲
の
例
か
ら
も
解
る
と
お
り
、
外
国
の
曲
に
歌
詞
づ

け
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
全
編
六
巻
で
楷
成
さ
れ
て
い
五

が
、
明
治
二
八
年
九
月
一
四
日
付
文
部
省
検
定
済
の
「
明
治
唱
歌

慧
卒
小
学
唱
歌
」
（
全
一
冊
）
が
「
明
治
唱
歌
」
を
親
本
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
「
明
治
唱
歌
抜
幸
中
等
唱
歌
」

も
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
共
に
明
治
期
を
代
表
す
る
検
定

教
科
書
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

や
や
遅
れ
て
「
新
編
教
育
唱
歌
集
」
（
二
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
た

た

り

ひ

こ

（
旗
野
十
一
郎
作
詞

例
え
ば
「
故
郷
の
空
」
（
「
明
治
唱
歌
」

21
。
5
)

は
ス
コ
ッ
ト
ラ

て
み
た
。

く
あ
げ
る
こ
と
が
で
含
る
。

先
号
ま
で
に
、

修

六

日
本
の
唱
歌
教
育
の
草
創
期
に
活
躍
し
た
伊
沢

メ
ー
ソ
ン
の
業
績
に
ふ
れ
、
続
い
て
当
時
の
著
名
な
唱
歌

集
の
序
文
等
か
ら

r

唱
歌
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
探
っ

日
も
多
く
の
人
々
に
記
憶
さ
れ
、

愛
唱
さ
れ
て
い
る
も
の
も
数
多

そ
の
当
時
出
版
さ
れ
た
曲
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
唱
歌
で

f

今

明

治

の

唱

歌

め
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

連
載
第
三
回

大

和

古
子、i
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-----------------・．ー→一

冒 国 胃 新
喜ず

科音高竿楽 初初等科初等科音楽 初 う ウ 学民

訂
の 第第第 掌

学年三 ニ年学 年ー学 等高 雷
ー 科等音楽四 音楽三 ニ 科音交ー等 下たの怯．も 上夕ノ＊ソ 校字科夏篇 璽

子へ男 へ男 へ男 学小唱
土子
唱 全 第

用子用用子歌
歌 ノ'‘‘ 

冊 学

冒ヘ ． 

第第第第第第 年
女女女 六五四三ニー

子用 子子 学年年学年学年学学年年学
用用

ヽ／ ‘‘‘ 
昭 昭 昭昭昭昭昭和昭 昭 昭 和昭 昭昭昭昭昭昭 昭 大
和 和 和和和和和 和和 翠1]禾且系廿手日系且系且 和 正
22 19 18 18 17 17 16 16 10 10 10 7 7 7 7 7 7 4 3 
年 年 年 年年年年年 年 年 年 年年年年年年 年 年
4 4 423333  7 3 3 12 12 12 4 4 3 6 
月 目 月目月月月月 月月目 月月月月月月 月

27 27 27 27 29 19 

こ
ぶ
＞
ー
し
｝
＇

i
名
与

r
,：
i
;＇`．
J
J
に
す
る
。

の
刊
行
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
こ
の

‘`
J

そ
の
一
面
を
物
語
る
も
の
と
し
て

「
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
」

当
時
の
風
潮
を
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
か
ら
推
察
す
る
と
き
、
他
教

期
に
作
成
さ
れ
た
「
戦
争
唱
歌
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

22 22 22 22 22 22 

積
荷
の
歌
の
に
ぎ
わ
い
て

港
は
い
つ
も
春
な
れ
や
。

ー
ー
第
二
節
改
作
の
歌
詞
ー
1

響
く
汽
笛
に
夜
は
明
け
て
、

い
つ
か
梢
え
ゆ
く
空
の
星
。

大
漁
の
歌
も
勇
ま
し
く
、

朝
日
を
あ
び
て
船
か
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
前

r

戦
後
に
か
け
て
歌
詞
が
改
作
さ
れ
た
例

も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
次
号
に
そ
れ
ら
の
実
例
を
取
り
上
げ
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

明
治
三
六
年
四
月
二
九
日
、
小
学
校
令
施
行
規
則
の
改
正
が
行

教
科
用
図
書

身
、
国
語
、
算
術
、

本
r

修
身

r

日
本
歴
史
、

小
学
校
教
科
用
図
書
中
、
修

地
理
、
図
画
ヲ
除
キ
ソ
ノ
他
ノ

図
書
二
限
リ
文
部
省
二
於
テ
著
作
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
及
文
部
大
臣

ノ
検
定
ヲ
紐
タ
ル
モ
ノ
ニ
就
キ
府
県
知
事
之
ラ
決
定
ス
：
．．．． 
」
と

朋
示
さ
れ
、
爾
後
、
明
治
三
七
年
度
に
国
語
院
本
、
書
ぎ
方
手

日
本
歴
史
、
地
理
の
国
定
教
科
書
が
使
用
さ
れ
、

翌

み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
明
治
四
一
一
一
年
）

1
ね
ん
せ
い
の
お
ん
が
く

2
年
生
の
お
ん
が
く

3
年
生
の
音
楽

4
年
生
の
音
楽

5
年
生
の
音
楽

6
年
生
の
音
楽

(
＋
)
曲
は
祝
祭
日
唱
歌
等
共
通
曲

こ
の
ほ
か
に
例
外
的
な
文
部
省
綱
纂
の
歌
集
と
し
て
、

明
治
末

科
の
教
科
書
が
国
定
化
の
方
向
を
た
ど
る
時
勢
に
あ
っ
て
、

歌
」
が
そ
の
系
列
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
焦
燥
と
読

／
名
奎
―
、
E

-

7

,

-

、
ド
i
ネ
多
E

且忍^
'",,,、
1
甘

2
 

27

こ
の
ほ
か
に
例
外
的
な
文
部
省
網
纂
の
歌
集
と
し
て
、
明
治
末
一

期
に
作
成
さ
れ
た
「
戦
争
唱
歌
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

芦
22

当
時
の
風
潮
を
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
か
ら
推
察
す
る
と
き
、
他
敬
一

[
少
合

22

科
の
教
科
書
が
国
定
化
の
方
向
を
た
ど
る
時
勢
に
あ
っ
て
、
「
唱
一

•
各
2
4

歌
」
が
そ
の
系
列
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
焦
燥
と
誇
一

.
2
0
(
＋
1
)

み

取

る

こ

と

も

で

き

よ

う

。

一

そ
の
一
面
を
物
語
る
も
の
と
し
て
「
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
」
一

[
2
0
(
＋
2
)
 

[
2
0
(
＋
6
)
 

（
明
治
四
一
二
年
）
の
刊
行
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
こ

i

[
2
0
(
＋
6
)
 

"
2
0
(
＋
7
)

こ
こ

2

、-；人，てコデ＿、，
9

．？

t
5
.
-
：

ー

に

す

る

。

―

ヽ

0
，王

1F
コ
竺
デ
女
ぢ
3
コ可

i'三
デ
3
/

』

[
2
0
(
＋
7
)
 

[
各
認
(
+
6
)

『

-

2

-
2
 

•
9
9
9
9
,

．
9
9

、

「
唱

昭
和
22
年
4
月

昭
和
22
年
4
月

昭
和
22
年
4
月

昭
和
22
年
4
月

昭
和
22
年
4
月

昭
和
22
年
4
月

「
第
五
節

わ
れ

r

文
部
省
令
第
二
二
号
に
は
次
の
よ
う
な
条
文
が
あ
る
。

月

「
文
部
省
二
於
テ
著
作
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
」
へ
の
移
行

一
覧
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

立
の
方
向
が
確
定
す
る
。

具
体
的
に
は
、
前
者
に
該
当
す
る
も
の
の
す
べ
て
は
次
に
示
す

文
部
省
教
科
書
一
覧

教

科

書

名

一

発

行

年

月

日

曲

数

―

小

学

唱

歌

集

初

編

明

治

14
年
11
月

33

二

編

明

治

16
年
3
月

16

三

網

明

治

17
年
3
月

42

＿

幼

稚

園

唱

歌

集

全

一

冊

明

治

20
年
12
月

29

-

I

 

—
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
明
治

4
3年
7

月

2
7

尋

常

小

学

唱

歌

第

一

学

年

明

治

44
年
5
月

20

第

二

学

年

明

治

44
年
6
月

20

第

三

学

年

明

治

45
年
3
月

g

第

四

学

年

大

正

1
年
12
月

20

第

五

学

年

大

正

2
年
5
月

21

有
ス
ル
モ
ノ
」
と
「
文
部
大
臣
ノ
検
定
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
」
の
二
本

国
定
教
科
書
の
系
列
か
ら
は
外
れ
、

「
文
部
省
二
於
テ
著
作
権
ヲ

ロ

「
唱
歌
」
は

三
八
年
度
に
算
術
、
図
画
、

教
科
書
に
加
え
ら
れ
、

や
や
遅
れ
て
四
一
二
年
に
理
科
怠
国
定

い
わ
ゆ
る
国
定
教
科
書
の
全
容
が
整
う
こ

と
に
な
る
。
以
上
の
経
緯
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
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解

説

（
出
席
者
）

「
舞
踊
」
の
現
況

内
外
の
音
楽
事
情

（
出
席
者
）

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
の
旅
策
に
つ
い
て

文
化
庁
文
化
部
文
化
普
及
課
・
芸
術
課

三

石

精

一

・

辰

巳

明

子

。

大

島

幾

雄

西

沢

敬

（

司

会

）

福

原

信

夫

座
談
会

文
化
会
館
の
運
営

河
北

こ
れ
か
ら
の
美
術
館

て
い
談

芸
術
文
化
の
振
興

特
集

倫
明
・
倉
田

景

安

正

夫

公
裕
。
財
津

芸
術
文
化
の
振
興

ー

次

号

目

次

塩
山
清
之
助

永
次

犬
丸

直

▽
国
語
審
厳
会
に
お
け
る
等
議
に
関
連
し

て
、
昭
和
五
二
年
八
月
に
国
が
実
施
し
た

「
国
語
に
関
す
る
世
論
詞
査
」
は
、
全
国
の

二
0
歳
以
上
の
者
一
万
人
を
対
象
に
し
て

i

こ
と
ば
に
つ
い
て
の
国
民
の
意
識
を
調
べ
た

も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
漠
字
。
ひ
ら

が
な
，
か
た
か
な
な
ど
、
ふ
だ
ん
使
っ
て
い

る
文
字
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
者
は
三
〇

％
、
こ
と
ば
っ
か
い
が
乱
れ
て
き
て
い
る
と

思
う
者
は
七

0
%、
敬
語
の
使
い
方
が
気
に

な
る
ほ
う
だ
と
い
う
者
五

0
彩
、
方
言
は
別

に
し
て
、
今
ま
で
に
自
分
の
話
し
方
や
こ
と

ば
づ
か
い
に
つ
い
て
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
こ

と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
者
五
一
＝
％
等
々

の
結
果
が
て
て
い
ま
す
。

▽
こ
の
調
査
結
果
の
解
釈
の
仕
方
は
様
々
で

し
ょ
う
が
、
国
で
は
、
国
語
に
対
す
る
意
翫

を
高
め
、
回
語
を
大
切
に
す
る
精
神
が
育
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
国
民
各
層
か
ら
広

く
関
心
の
持
た
れ
て
い
る
こ
と
ば
に
関
す
る

問
題
を
取
り
上
げ

f

分
か
り
や
す
く
解
説
な

ど
を
加
え
た
「
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ
」
を
刊
行

し
て
い
ま
す
。

▽
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
よ
る

新
シ
リ
ー
ズ
の
作
成
に
も
譜
手
し
、
既
に

「
言
葉
の
し
つ
け
」
、
「
敬
語
ー
諫
腕
語
」
、

「
あ
い
さ
つ
」
の
三
種
を
完
成
さ
せ
、
都
道

府
県
教
委
や
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
回
語
問
題
の
特
集
を
機
に

紹
介
し
て
み
ま
し
た

c

（
企
画
室
）
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想
イ
ン
テ
リ
の
一
五
分
遅
れ

缶

詰

め

作

家

（
出
席
者
）

▽

て

い

談

こ
れ
か
ら
の
美
術
館
・
・
・
:•.•••. 

河

北

倫

明

R

倉

田

の
現
況
：
。
…
…
…

内
外
の
音
楽
事
情
：
：
・
：

'
0
a
o
.
.
.
.
 

。

敬精

，
辰
巳

・
（
司
会
）
福
原

第
一
三
期
中
央
教
育
審
議
会
発
足

東
京
工
業
大
学
大
岡
山
。
長
津
田
間

総
合
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

連
載
第
4
回

大
正
か
ら
昭
和
へ
：

9

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
景
安

30 

o
o
o
o
o
`

。。:°
°
o
o
o
o
o
o
o
:

。。。°
:
・
:
°
o
o
o
o
●

0
0
0
●

o
o
o
°

。3

青
少
年
芸
術
劇
場
の
巡
回
公
襖
か
ら
：

P
o
o
.
.
 

…
…
…
…
…
…
。
…
加
藤

▽

解

説

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る
麗
策
に
つ
い
て
・
゜
゜
…
…
：
文
化
庁
文
化
部
：

o

．51

．．． 

池
辺

淳
二
．．． 

92 

洋
こ
渭
水
康
敬
．．． 
74 

大
臣
官
房
企
画
室
…
63

小
川
平
ニ
・
・
070

三

好

京

三

’,72

衛
：•
•
4
6

（
出
席
者
）

三
石

西
沢

明
子
・
大
島

信
夫

幾
雄

▽

座

談

会

「
舞
踊
」

正夫：`
。
27

公
立
文
化
会
餡
の
運
営

山
清
之
助
・
0
0
2
1

公
裕
•
財
津
永
次

直；．
4

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 o
.
｀
。
•
。

•
o
o
.
8

…
…
…
…
大
和

鬱
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
•
…
・
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
．．． 
8
0
-
文
敦
施
策
連
絡
協
議
会
終
わ
る

一
…
…
…
・
・
・
大
臣
宣
房
企
画
室

•
•
•
9
0

「
協
同
教
育
」
は
成
長
株
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
／
一

一
文
化
財
紹
介
鬱
妙
義
神
社
本
殿
・
幣
殿
・

幼
稚
園
の
拡
充
状
況
と
教
育
の
動
向
（
西
ド
イ
ツ
）
一
拝
殿
（
浜
島
正
士
）

鬱

文

部

省

の

ま

ど

ー

名

作

シ

リ

ー

ズ

魯

山

水

図
（
解
説
原
田
実

•
•
•
6
9
)

i
 

「
三
世
紀
の
生
涯
敦
育
」
今
後
の
生
涯

誓
に
関
す
る
デ
ル
フ
ァ
イ
調
査
報
告
書
-
瓢
次
号
目
次
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
•
9
6

-
9
i
i
1
!
1
|
|
|
i
|
|
|
 

........ 。
•
…
…
…
…
。
・
・
・
・
大
臣
官
房
企
璽
至

．．． 
82
一
表
紙
藤
沼
和
枝
カ
ッ
ト
赤
羽
根
秀
一

芸
術
文
化
振
興
の
恨
本
問
題

特
集
響
芸
術
文
化
の
振
興

第

五

五

号

昭
和
五
十
六
年
十
二
月



一
祝
日
、
大
祭
日
と
唱
歌

前
号
で
は
、
明
治
四
三
年
に
至
っ
て
初
め
て
直
接
文
部
省
編
簗

の
唱
歌
集
「
尋
常
小
学
読
本
唱
歌
」
が
刊
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
ま
で

稿
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
書
は
、
そ
の
書
名
及
び
緒
言
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
尋

常
小
学
読
本
の
中
の
韻
文
に
曲
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば

璽
塁
習
の
補
助
的
作
品
と
も
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
唱
歌

と
い
う
立
場
か
ら
考
え
る
と
き
、
こ
の
歌
集
が
作
成
さ
れ
た
こ
と

は
、
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
の
原
型
と
も
考
え

ら
れ
る
も
の
で
、
体
裁
的
に
も
こ
の
形
態
が
そ
の
後
も
踏
襲
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

話
が
逆
に
戻
る
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
期
に
見
落
と
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
う
一
点
の
唱
歌
集
に
は
、
明
治
二
六
年
八
月
―
二
日

（
文
部
省
唱
歌
の
変
遷
）

ニ
大
正
か
ら
昭
和
へ

明
治
末
年
か
ら
大
正
初
頭
に
か
け
て
逐
次
刊
行
さ
れ
た
「
尋
常

小
学
唱
歌
」
は
大
正
全
期
を
通
じ
、
更
に
昭
和
七
年
ま
で
続
い
て

「
新
訂
尋
常
小
学
唱
歌
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
「
新
訂
尋
常

小
学
唱
歌
」
に
改
訂
さ
れ
た
際
の
増
補
、
削
除
の
状
況
は
下
表
の

通
り
で
大
き
な
傾
向
と
し
て
は
、
尋
常
小
学
唱
歌
の
流
れ
が
そ
の

ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
教
科
書
の
系
列
は
、
昭
和
一
六
年
に
国
民
学
校
芸

能
科
音
楽
に
移
行
す
る
ま
で
継
続
す
る
。
そ
こ
で
昭
和
一
六
年
―
―
―

月
一
日
国
民
学
校
令
の
公
布
、
統
い
て
同
一
四
日
国
民
学
校
令
苑

行
規
則
の
公
布
、
そ
し
て
同
年
四
月
一
日
か
ら
実
旅
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
学
制
の
改
正
に
伴
っ
て
「
唱
歌
科
」
か
ら
「
音
楽
」

へ
の
教
科
構
想
の
転
換
、
及
び
教
科
書
作
成
の
基
本
理
念
と
な
っ

た
旅
行
規
則
第
一
四
条
を
参
照
し
、
唱
歌
か
ら
音
楽
へ
の
改
革
の

要
点
を
探
っ
て
み
る
。

『
第
十
四
条
芸
能
科
音
楽
ハ
、
歌
曲
ヲ
正
シ
・
グ
歌
唱
シ

r

音
楽
ヲ
鑑

賞
ス
ル
ノ
能
カ
ヲ
養
ヒ
、
国
民
的
情
操
ヲ
醇
化
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
初

等
科
二
於
テ
ハ
、
平
易
ナ
ル
単
音
唱
歌
ヲ
課
シ
適
宜
輪
唱
歌
及
重
音

0

0

 

唱
歌
ヲ
加
へ
、
且
音
楽
ヲ
鑑
賞
セ
シ
ム
ベ
シ
。
又
器
楽
ノ
指
導
ヲ
為

ス
コ
ト
ヲ
得
。
歌
唱
二
即
シ
テ
適
宜
楽
典
ノ
初
歩
ヲ
授
ク
ベ
シ
。
歌

詞
及
楽
譜
ハ
国
民
的
ニ
シ
テ
、
児
童
ノ
心
情
ヲ
快
活
純
美
ナ
ラ
シ

―--------------------------------------------------------------------------------------- ---- -----： 

大

正

か

ら

昭

和

I学年 1［冒小学冒 I削除数1増補数1新訂言需J言唱歌！
1 9 20 | o | 7 ;7 —i 

2 11 20 I 3 I 10 I ・ 27 I 

3 - 20 - I 4 11 1 27 1 

4 11 20 I 3 I 10 I 27 

s 11 20 I o I 7 I 27 

6 11 19 I 4 I 12 I 27 

連
載
第
四
回

文
部
省
雪
ホ
第
三
号
と
し
て
官
報
第
一
―

10三
七
号
に
公
示
さ
れ
た

「
祝
日
大
祭
日
歌
詞
蚊
楽
譜
」
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
文
部
省
は

明
治
二
四
年
一

0
月
二

0
日
「
祝
祭
日
唱
歌
審
査
委
員
会
」
を
設

置
し
、
東
誓
羹
学
校
長
村
岡
範
為
馳
を
委
員
長
と
し
て
一
五
名

の
委
員
と
、
音
楽
学
校
傭
教
師
R
。
デ
ィ
ッ
ト
リ
ッ
ヒ
を
顧
問
と

し
て
任
命
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
事
業
を
重
視
し
た
現
わ
れ
と

し
て
委
員
会
発
足
の
月
（
二
四
年
一

0
月
）
に
は
、
東
京
音
楽
学
校

職
員
全
員
に
対
し
ご
祝
祭
日
歌
詞
楽
譜
選
定
事
業
の
補
助
を
命

じ
て
い
る
。

後
に

r

三
二
年
に
は
こ
の
「
祝
日
大
祭
日
唱
歌
重
音
謄
」
と
い

う
合
唱
曲
集
が
東
京
音
楽
学
校
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

曲
目
は
次
の
八
曲
で
あ
る
。
「
君
が
代
」
「
勅
語
奉
答
」
「

l

月

一
日
」
「
元
始
祭
」
「
紀
元
節
」
「
天
長
節
」
「
神
嘗
祭
」
「
新
嘗
祭
」

朝
日
に

さ
く
ら

ヘ

メ
、
徳
性
ノ
涵
養
二
資

ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ベ
シ
。

•
o
o
.：
以
下
略
』
（
傍
点

筆
者
）

「
唱
歌
」
か
ら
「
音
楽
」

へ
の
移
行
に
よ
っ
て
歌
唱

だ
け
の
学
習
か
旦
初
め

て
筐
鸞
‘
塁
棗
を
含
め
た

音
楽
学
習
へ
の
発
展
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
の
発
想
も

実
際
に
は
第
二
次
大
戦
の

深
刻
化
に
伴
い
、
所
期
の

目
的
を
達
す
る
ま
で
に
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

三
世
相
を
反
映
す
る
歌
詞
の
改
変

日
本
の
箪
曲
古
謡
の
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
歌
詞
が
そ
の
元
歌

と
し
て
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
、
弥
生
の
空
は

r

見
渡
す
限
り
、

霞
か
雲
か
、
に
お
い
ぞ
い
ず
る
。
い
ざ
や
い
ざ
や
、
見
に
行
か

ん
」
と
広
く
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
国
民
学
校
「
う
た
の
ほ
ん
」
で

は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
、
野
山
も
、
里
も
、
見
渡
す
限
り

r

霞
か
、

雲

か

、

に

ほ

ふ

r

さ
く
ら
、
花
ざ
か
り
」
と

大

和

淳
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改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国
民
学
校
芸
能
科
音
楽
を
境

に
、
そ
れ
ま
で
歌
わ
れ
て
い
た
歌
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
改
作
が

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
「
日
の
丸
」
「
春
の
小
川
」

「
村
の
鍛
冶
屋
」
の
一
二
曲
を
例
に
と
っ
て
比
べ
て
み
る
。

こ
こ
に
示
し
た
も
の
は
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
改
変
の
一
例
に
過

ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
主
な
着
眼
点
を
類

推
し
て
み
る
と
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
①
文
語
体
か
ら
ロ

語
体
へ
の
修
正
②
戦
前
、
戦
中
の
軍
国
主
義
的
語
句
の
修
正

r

で

あ
る
。な

ぜ
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
特
に
①
の
理
由
に
よ
る
改

変
が
行
わ
れ
た
か
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
小
学
校
令
厖

行
規
則
改
正
に
よ
る
国
民
学
校
令
旋
行
規
則
（
昭
和
一
六
年
＝
―
-
月
一

四
日
省
令
第
四
号
）
第
四
条
の
国
語
科
に
関
す
る
内
容
が
、
芸
能

科
音
楽
に
関
す
る
唱
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
も
重
要
な
波
及
力
を
も

っ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
児
童
ノ
生
活
二
即
ス
ル
言
語
：
．．．． 
低
学
年

1

0

日
常
ノ
言
語
ヲ
基
礎
ト
ス
ル
ロ
語
文
：
・
;
：
中
学
年
-

0

平

易

ナ

ル

文

語

文

：

・

・

・

・

・

高

学

年

―

と
い
う
よ
う
な
段
階
、
つ
け
と
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と

i

を
念
頭
に
置
い
て
、
先
に
例
示
し
た
歌
詞
の
改
変
を
振
り
返
っ
て
[

み
る
と
、
一
年
生
の
日
の
丸
、
一
一
一
年
生
の
春
の
小
川
、
四
年
生
の
一

村
の
鍛
冶
屋
、
そ
れ
ぞ
れ
に
辻
襖
が
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

i

ま
た
、
高
学
年
の
場
合
に
は

r

平
易
な
る
文
語
文
と
い
う
こ
と

i

が
明
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
お
ぼ
ろ
月
夜

r

ふ

一

る
さ
と

r

四
季
の
雨
な
ど
を
見
て
も
、
全
く
手
つ
け
ず
に
そ
の
ま
一

ま
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

今
日
に
な
っ
て
応
、
こ
の
歌
詞
の
修
正
の
件
に
つ
い
て
い
ろ
い
一

ろ
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
詩
と
し
て
の
文
学
的
一

な
立
場
に
よ
る
も
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
幼
い
頃
に
「
さ
ら
さ
一

ら
流
る
」
と
覚
え
、
慣
れ
親
し
ん
で
歌
っ
て
き
た
こ
と
ば
が
、
い
一

つ
の
間
に
か
「
さ
ら
さ
ら
い
く
よ
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
一

は
、
も
う
自
分
の
親
し
ん
だ
歌
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
一

-
『
第
四
条
国
民
科
国
語
ハ
日
常
ノ
国
語
ヲ
習
得
セ
シ
メ
其
理
会
カ
ト

た
、
と
い
う
よ
う
な
感
情
的
た
違
和
感
が
潜
在
し
て
い
る
た
め
か
―

一
発
表
カ
ト
ヲ
養
ヒ
国
民
的
思
考
感
動
ヲ
通
ジ
テ
国
民
精
神
ヲ
涵
養
ス

一
ル
モ
ノ
ト
ス
。
国
語
二
於
テ
ハ
読
ミ
方
綴
リ
方
書
キ
方
話
シ
方
ヲ
課

一
ス
ベ
シ
…
…
読
ミ
方
ハ
児
童
ノ
生
活
二
即
ス
ル
言
毘
ョ
リ
始
メ
日
常
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
素
朴
な
理
由
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
こ
―

一
ノ
言
語
ヲ
甚
礎
ト
ス
ル
ロ
語
文
二
進
ミ
更
二
平
易
ナ
ル
文
語
文
二
及

一

ブ

ベ

ク

…

゜

：

以

下

略

』

ろ

に

、

唱

歌

と

呼

ば

れ

る

も

の

と

、

人

の

心

と

の

深

い

つ

な

が

り

一

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
（
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）
一

一
右
の
文
中
で
歌
詞
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
は
、

9
9
9
9
9
,
 

t
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I 尋常 小学唱歌 I 国民学校芸能科音楽 戦後の文部省教科書

日の丸の旗

しろぢ うを

1 臼地に赤く
ひ 2うと

日の丸染めて、

ああうつくしや

(1年）

あさひ

I 2 朝日の声

I ああ麗ましや
［ ＇ごばん 知

日本の殷［は。

! 

ヒノマル

1 アオゾラ タカク

ヒノマルアゲテ

アア、ウックシイ

ニホンノ ハタハ。

2 アサ1::/ ノボル

ィキオヒ ミ七テ、

アア、イサマシイ、

ニホンノハタハ。

(1年） 日のまる

1 しろじにあかく

日のまる そめて、

ああ占うつくしい、

にほんのはたは。

あおぞらたかく

日のまる あげて、

ああ、うつ（しい、

にほんのはたはc

2
ー

1

1

ー一

(1年）

(4年）

1 春の小川は さらさら流る。

岸のすみれやれんげの花に、

にほいめでた＜ 色うつくしく

咲けよ咲けよと ささやく如く。

2 春の小川は さらさら流る。

蝦やめだかや小鮒の群に、

今日も一日 ひなたに出でて

遊ぺ遊べと ささやく如く Q

3 春の小川は さらさら流る: I 
i 

歌の上手よ、いとしき子ども、 l 
叫そろえて小川の歌を 1 

うたえうたえと ささやく如く。 i 
| I 

春の小川 春の小川

（第3節は削除）

(3年）

1 春の小川は さらさら行くよ。

岸のすみれや、れんげの花1こ、

すがたやさしく、色うつくしく

咲いているねと、ささやきながら。

2 春の小）IIは さらさら行くよ。 I 2 

えぴやめだかや、小ぶなのむれに

今日も一日 ひなたでおよぎ、

遊べ追べとささやきながら。

春の小川

1 春の小川は サラサラいくよ。

きしのすみれやれんげの花に、

すがたやさしく、色うつくしく

さけよさけよと、ささやきながら

春の小｝l|はサラサラいくよ。

えぴやめだかや小ぶなのむれに、

きょうも一日ひなたでおよぎ

あそべあそべと ささやきながら。
! 

（第 3節は削除）

(3年）

村の鍛冶屋 (4年）
し99し

1 哲時もやまずに 槌うつ響。

飛ひ散る火の花 はしる沿玉
ぶ心

臨の風さえ 息をもつがず、

仕事に精出す村の緞冶屋。

2 あるじは名高き いっこ＜怒奇

早起早寝の病知らず、

鐵より堅しと ほこれる腕に

勝りて玉きは彼がこころ。

3 刀はうたねど大涜小鎌 I 
I 

くは ぐ99,iさ なた

馬鍬に作鍬勁よ銃よ。

平和のうち物休まずうちて
ら9,．

日毎に戦ふ i専針惰の敵と
4 かせぐにおひつく 貧乏なくて、

名物鍛冶屋は 日々 に簗昌。

あたりに類なき 仕事のはまれ、

槌うつ害きにまして高し。

村の鍛冶屋 (4年）

1 しばしも休まずつち打つ饗き。

飛図孜る火花よ、はしる湯玉。

ふいごの風さへ息をもつがず、

仕事に精出す村の鍛冶屋。

2 あるじは名高い いっこく者よ。

早起き早寝の、やまひ知らず、

鐵より堅いと じまんの腕で、

打ちだす刃物に心こもる。

（第3、4節は削除）

村の鍛冶屋

1 しばしもやすまず、っちうつひびき

とびちる火花よ、はしる湯王，

ふいごの風さえ いきをもつがず、

しごとにせいだす村のかじゃ。

2 あるじはなだかい はたらき者よ

早おき早ねのやまい知らず。

なが年きたえた じまんのうでで

うちだすすきくわ心こもる

(4年）

（第 3、4節は削除）
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高
等
専
修
学
校
に
つ
い
て

初
等
中
等
教
育
局
特
殊
敦
育
課

管
理
局
企
画
調
整
謀

特
殊
教
育
詰
学
校
に
お
け
る
後
期
中
等
教
育
に
つ
い
て

解

説

最
近
の
諸
外
国
に
お
け
る
職
業
敦
育
の
動
向
池
本
洋

高
等
学
校
敦
育
と
進
路
指
導

中

西

信

男

高
等
学
校
教
育
の
多
様
化
と
生
徒
指
導

間

宮

武

田

中

藤

吉

（
司
会
）
中
島

章
夫

増
田

信
・
赤
木

公
・
臭
田
真
丈

新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
当
た
っ
て

座
談
会

年
頭
所
感

特
集

ー

'

|

次

（
出
席
者
）

後
期
中
等
敦
育
の
諸
課
頸

世
界
の
後
朗
中
等
教
育

号

目

次

天

城

勲

小
川
文
部
大
臣

▽
本
詰
で
は
、
編
集
内
容
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
の
―
つ
の
方
法
と
し
て

r

九
月
号
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
綴
じ
込
み
、

皆
様
の
御
回
答
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

▽
そ
の
結
果
を
み
ま
す
と
、
景
近
の
記
事
で

評
判
の
良
か
っ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

特
集
は
「
生
浬
教
育
」

(56
年
8
月
）
、
「
放

送
大
学
」

(56
年
7
月
）
、
「
生
徒
指
導
の
充

実
」

(56
年
6
月
）
、
「
国
際
障
害
者
年
」

(56

年
5
月
）
な
ど
が
、
ま
た
、
個
別
の
論
文
等

で
は
、
伊
藤
正
己
氏
「
地
域
社
会
と
生
湮
教

育
」
(
5
5
年
2
月
）
、
山
崎
正
和
氏
「
生
涯

敦
育
と
文
化
」
(
5
5
年
11
月
）
、
松
原
治
郎
氏

「
家
庭
環
境
と
家
庭
敦
育
」

(56
年
8
月
）

な
と
生
涅
教
育
に
関
連
し
た
も
の
が
数
多
く

出
て
き
て
い
ま
し
た
。

▽
ま
た
、
今
後
希
望
す
る
特
集
デ
ー
マ
と
し

て
は
、
校
肉
塁
カ
・
非
行
対
策
、
文
敦
行
政

の
展
望
と
そ
の
実
績
、
社
会
教
育
、
行
政
改

革
と
文
敦
政
策
、
社
会
道
徳
教
育
の
充
実
等

-々＝
1
0項
目
を
超
す
テ
ー
一
r

が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

▽
「
生
涯
敦
育
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
希
望
と
並
ん

で
、
「
二
五

0
円
で
こ
れ
だ
け
の
内
容
は
参

考
に
な
り
大
変
良
い
」
、
「
最
冠
の
文
部
時
報

は
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た
」
等
々
の
お
ほ

め
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
回
答
の
御
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
企
画
室
）
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A
・¥`̀ も及｀l' 
年
頭
の
所
感
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「
近
頃
は
や
り
の
バ
ス
旅
行
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と
歌
い
終
っ
た

あ
と
に
、
皆
で
一
諸
に
歌
え
る
も
の
を
何
か
歌
お
う

f

と
い
う
と

必
ず
「
校
歌
を
歌
お
う
ー
・
」
と
い
う
声
が
出
て
、
皆
が
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
歌
う
」
と
い
う
こ
と
を
あ
る
先
生
が
語
っ
て
い
た
。

国
歌
に
は
じ
ま
り
、
校
歌
、
応
援
歌
、
旧
制
高
校
の
寮
歌
等
集

団
の
大
小
を
問
わ
ず

r

日
本
人
は
と
り
わ
け
、
そ
の
よ
う
な
歌
を

好
む
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、
昨
年
海
外
派
還
の
一
団

と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
先
生
方
と
一
夕
の
交
歓
会
を
も
っ
た
と

き
、
最
後
に
先
方
の
先
生
方
が
国
歌
を
合
唱
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
と
も
軽
快
で

r

さ
わ
や
か
な
美
し
い
旋
律
で

そ
の
場
の
雰
囲
気
に
び
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
思
い
合

わ
せ
て
み
る
と

r

日
本
だ
け
の
こ
と
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ

る
集
団
の
連
帯
感
を
強
め
ぷ
共
通
の
感
覚
を
探
め
る
上
で
贔
校
歌
な

戦
前
作
品
↓
厳
璽
了
敦
訓
型
↓
儀
式
型

11

戦
後
作
品
↓
親
近
型
↓
生
活
型
↓
日
常
型

る
も
の
で
あ
る
が

r

ー
に
属
す
る
タ

こ
の
分
類
は
一
応
歌
詞
に
よ

イ
プ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
む
ず
か
し
い
文
語
体
の
歌
詞
か
目

立
隻
学
校
自
体
も
創
立
百
周
年
誓
を
迎
え
た
と
い
う
よ
う
な

と
こ
ろ
に
多
い
。

ミ
、
例
え
ば
次
の
よ
う

歌
詞
の
部
分
的
抽
出
で
失
礼
で
は
あ
る
カ

な
も
の
也
見
ら
れ
る
。

。
な
が
め
は
る
け
き
ふ
み
の
窓

・
光
ま
す
た
か
な
る
じ
ち
に
か
ね
の
ね
も

。
親
と
も
し
た
う
師
の
君
の
あ
つ
き
恵
に
浴
し
つ
つ

・
緑
も
え
た
っ
堤
北
の
学
び
の
園
の
百
千
草

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
高
い
格
調
を
保
ち
、
詩
と
し
て
の
よ
さ
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
隻
小
学
校
一
、
二
年
生
の
あ
ど
け
な
い
顔
を

ノ
ス
の
こ
と
が
気
に
な
ら
な
く
も

思
い
浮
か
べ
る
と
、
多
少
バ
ラ
、

：
、
発
達
段
階
の
差
の
大
き
い
全
校
の

な
い
。一

年
生
か
ら
六
年
生
ま
て

、
そ
の
こ
と
を
望
む
こ
と
自
体
が
、

児
童
に
理
解
さ
せ
る
と
な
る
と

一
例
で
あ

無
理
な
注
文
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
よ
く
話
題
に
な
る
文
語
体
の
理
解
力
の

、
う
名
曲
「
ふ
る
さ
と
」
の

る
が
「
う
さ
ぎ
お
い
し
か
の
山
」
と
し

歌
詞
を
「
う
さ
ぎ
尉
ぃ

r

ェ
の
山
」
と
理
解
し
た
り
、
「
思
い
出
」

ー

校

歌

と

ど
は
意
外
と
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
意
味
も
含
め
校
歌
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
明
か
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
先
ず
身
近
か
な
、
東
京
都
の
小
学
校
の

校
歌
を
中
心
に
ボ
ッ
ポ
ッ
と
集
め
出
し
、
現
在
は
多
少
全
国
的
に

忠
拡
が
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
東
京
都
の
山
手
、
下
町
、
市
部
か

ら
の
無
作
意
に
抽
出
し
た
五

0
校
の
校
歌
を
中
心
に
、
歌
詞
と
楽

曲
の
傾
向
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
こ
と

隻
今
月
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
文
部
省
唱
歌
を
中
心

と
し
た
「
唱
歌
の
あ
ゆ
み
」
と
無
関
係
と
は
思
え
な
い
の
で
、
そ

れ
ら
の
ま
と
め
の
意
味
に
も
な
れ
ば
幸
と
考
え
て
い
る
。

一
親
し
ま
れ
る
校
歌
と
は

現
在
の
小
学
校
校
歌
を
大
ま
か
に
分
類
し
て
み
る
と

r

次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
ベ
イ
リ
ー
曲
）
「
垣
に
赤
い
花
咲
く
」
を
「
柿
に
赤
い
花
咲
く
」

／
ョ
ソ
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
と

と
思
っ
た
り
、
日
本
語
の
イ
ソ
ト
ネ
ー
、
‘

く
と
し
て
、
理
解
力
に
つ
い
て
の
あ
る
側

の
か
か
わ
り
は
と
も
か

面
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
歌
詞
に
見
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
特
色
し
富
士
し

東
京
の
校
歌
の
象
徴
と
し
て
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
「
富
士
」
は
、

0
％
近
く
に
見
ら
れ
る
。
新
設
校
の

歴
史
の
深
い
学
校
の
ほ
ぼ
七

さ
え
ぎ
ら
れ
て
仰
ぎ
見
る
こ
と
も

よ
う
な
場
合
は
、
高
層
ビ
ル
に

、
る
の
も
、
校
歌
の
歴

で
き
主
次
第
に
用
い
ら
れ
た
く
な
っ
て
し

よ
う
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
実
例
を

史
の
一
面
と
見
る
こ
と
が
で
き

引
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。

•
富
士
を
見
睛
ら
す
か

•
富
土
が
呼
ん
で
る
大
空
は
る
か

が
や
く
窓
に
。
富
士
を
見
よ
遥
か
に
高
く
。
富
士
も
輝
く
平

•
富
士
の
姿
を
遠
く
見

和
な
町
だ
・
富
士
の
姿
を
仰
ぎ
つ
つ

る

．

璽

の

気

高

さ

遥

か

に

仰

ぎ

・

富

士

の

嶺

望

む

多

•
平
和
の
富
士
も
輝

摩
川
の

6

遠
く
で
富
士
が
見
て
い
る
よ

く
よ
玉
遠
く
そ
び
ゆ
る
富
士
の
筑
高
さ
を
・
タ
虹
映
ゆ

る
富
士
が
嶺
の
。
窓
に
見
る
富
士
の
高
ね
を
そ
の
ま
ま
に

曇
心
に
眺
め
る
気
高
い
富
士
の
•
清
含
姿
の
富
士
の
嶺
を
©

入
っ
ら
ぬ
富
士
を
窓
に
見
て
也

そ
び
ゆ
る
富
士
の
影
高
く
。
力

i。
朝
陽
に
映
え
る
富
士
が
嶺
と

は
る
か
な
り
し
ろ
た
え
の
富
士

這
か
に
仰
ぐ
富
士
が
嶺
の

・
見
晴
ら
ず
富
士
は
遠
く
清
く

ょ

ー

そ

の

プ

ロ

フ

4

ー

ル

＼

、ruH
'

連
載
第
五
回

大

和

（
最
終
回
）

淳

↑
 

＾
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楽曲に見られるイメージの特色 (7つの視点から）

音
域
に
つ
い
て2
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2
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4

%
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4
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最

30
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4
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ハ

16
単
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休

？

子

調胴調調詞一
i

調
二
~
二
ニ
ロ
ド
〗
/

ー
詞
に
つ
い
て

6

最
も
多
く
見
ら
れ
る

~
 

拍子％ 3 小節数％ 4 曲態 ％ 5 文体 ％ 

4拍子 90小 16 34 曲単旋律 74歌口語体 30

2拍子 10
節 態立 詞

数
20 28 晶分2部 18 の平易な文語体 40

に文
その他 oに 24 10つ 体

つ い
全曲 2部 6 

に
やや難解な文語休 30

い 30 6 て部分 3部 2言
て

その他 22
て

7
 ぷ二□きご1 厖口□門ーー三

すてす--&- --e--

乾三ローー Q | 

ハ長調:二/---！、
ド～レゾ フ

．
遥
か
に
高
し
富
士
の
嶺
。
遥
か
に
富
士
も

•
か
が
や
く
富
士
で
す
美
し
い

な
ど
な
ど
、
実
に
多
く
の
校
歌
に
富
士
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り

r

歌
詞
の
上
で
の
東
京
と
い
う
土
地
柄
を
表
わ
し
て
い

る
と
い
え
る
。
全
国
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
を
表
わ
す

歌
詞
を
洗
い
出
し
て
み
る
の
も
面
白
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
楽
曲
に
見
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
特
色
し
七
つ
の
視
点
し

歌
詞
の
特
色
は
多
分
に
地
域
的
で
あ
る
の
に
対
し
て

r

楽
曲
そ

の
も
の
は
、
全
国
的
に
共
通
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
簡
潔
に
七
つ
の
視
点
か
ら

概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
表
示
し
て
あ
る
集
計
基
礎

は
冒
頭
に
も
述
べ
た
通
り
、
一
応
都
内
小
学
校
抽
出
の
五

0
校
を

資
料
と
し
て
い
る
也
の
で
あ
る
。
従
っ
て
大
ま
か
な
傾
向
を
察
知

す
る
程
度
の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

特
に
補
説
を
要
す
る
点
は
、
楽
譜
で
示
し
た
音
域
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
。
ハ
ー
・
・
ニ
が
四
八
％
と
い
う
こ
と
は
一
番
多
い
〈

長
調
及
び
へ
長
調
の
そ
れ
ぞ
れ
ド

i
ピ
ま
た
、
ソ
し
ラ
に
当
た

り
r

最
も
歌
い
易
く
、
作
り
易
い
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。

唱
歌
の
あ
ゆ
み
と
い
う
点
か
ら
、
文
部
省
唱
歌
に
関
し
て
の
概

略
を
四
回
ご
覧
頂
き
身
近
か
な
校
歌
に
至
っ
て
結
末
と
し
た
い
。

（
初
等
中
等
教
育
局
視
学
官
）

う
か
ん
で
る
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解

説

家
庭
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
た

健
康
増
進
の
た
め
の
活
動

愛
知
県
豊
川
市
立

天
王
小
学
校

事
例
紹
介

最
近
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
健
康
問
題
と
保
健
活
動

平

山

宗

宏

植

村

肇

（
出
席
者
）

児
童
生
徒
の
健
康
問
題
と
健
康
敦
育

学
校
保
健
推
進
地
区
の
活
動

山
口
県
防
府
市

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

体
育
局
学
校
保
健
課

高
石
邦
夫
こ
長
井
新
次
郎
・
小
野
三
胴

上
出
弘
之
・
（
司
会
）
森
脇
英
一

た
く
ま
し
い
体
と
豊
か
な
心
を
育
て
る

座
談
会

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
と
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携

船

川

幡

夫

特
集

児
童
生
徒
の
健
康
増
進

次

号

目

次

▽
18
ろ
う
二
八
日
に
は
、
対
前
年
度
比
一
、

六
八

0
億
円
の
増
、
総
額
五
兆
ニ
―

1
0億
円

余
の
五
七
年
度
文
部
省
所
管
予
算
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
調
に
し
た
文
敦
行

政
の
展
望
に
つ
い
て
は
本
誌
四
月
号
で
特
集

い
た
し
ま
す
が
、
今
回
の
予
算
編
成
の
特
色

の
一
っ
は
、
文
教
行
政
の
重
点
を
「
生
徒
指

導
の
充
実
」
と
「
生
涯
敦
育
の
充
実
」
に
お

い
て
臨
み
、
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
で
す
。
前

者
は
総
額
五
二
億
円
（
対
前
年
度
比
九
億
円

増
）
、
後
者
は
六
八
億
円
（
同
二
億
五
千
万

円
増
）
で
し
た
。

▽
財
政
事
情
の
厳
し
い
状
況
の
下
で
文
敦
行

政
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
重
要
な

指
針
に
従
っ
て
個
別
の
施
策
を
総
合
的
に
、

あ
る
い
は
集
中
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
徒
指
導
の
充
実

は
、
さ
き
に
小
川
文
担
の
主
唱
に
な
る
「
豊

か
な
心
を
育
て
る
施
策
の
推
進
」
に
深
く
か

か
わ
り
、
ま
た
、
生
涯
敦
育
の
充
実
は
、
昨

年
六
月
の
中
央
敦
育
審
読
会
の
答
申
「
生
涯

教
育
」
の
趣
旨
に
そ
っ
た
施
策
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

▽
本
誌
の
特
集
で
も
、
定
め
ら
れ
た
特
集
テ

l
-
、
の
下
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
関
連

す
る
多
く
の
視
点
か
ら
の
諭
文
を
取
り
込
む

編
集
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
引
続
き
御
購
読
の
筏
ど
お
願
い
し

ま

す

。

（

企

画

室

）

編｝
「――←--二

虞:--9 

後i
r----~ 
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